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マツケイのご紹介 

会社概要 

 

昭和４５年７月 設立 

社員 １１８名 関連事業所 東京事務所（浜松町） 

平成１４年７月 ㈱テクノプロジェクトのグループ 

        企業として活動開始 

平成２０年１０月 データセンター事業開始 

 

主な事業 

ソフトウェアの開発、販売、運用支援 

データセンター事業、各種コンサルティング 

データエントリー（入力）サービス 

帳票加工、印刷、配送 

 

 

 

松江市乃木福富町 湖南テクノパーク内 

データセンター内部 
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ＭＤＣのご紹介 

名 称

所 在 地

公的認証

ISO/IEC27001認証取得（ISMS：情報セキュリティ）
ISO9001認証取得（品質）
プライバシーマーク取得
一般第二種通信事業者

マツケイデータセンター（MDC）

島根県松江市

キー 

デポジット 

監視・暗視カメラ 

24h警備 

① セキュリティゲート 

② 

ＩＣ + 

暗証番号 

③ 

虹彩 

認証 

静脈 

認証 

④ 
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ＭＤＣのご紹介 

震度７クラスの耐震設計基準に適合  

免震装置により、震度６強を1/8に減衰 
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オープンソースとの出会い 
□１９９０年代後半   日本医師会 「ORCA」プロジェクト  → LINUX 

（□１９９７年     まつもとゆきひろさん  ネットワーク応用通信研究所 入社） 

□２００６年   松江オープンソースラボ（交流拠点）オープン！ 

「Ｒｕｂｙ Ｃｉｔｙ ＭＡＴＳＵＥ プロジェクト」開始 

□２００７年 Rubyの普及を目指した自治体基幹業務（松江市高額合算）開発 

□２００９年 「オープンオフィス」サポート開始 

□２０１０年 オープンソースセンター運用開始 
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Ruby City Matsue Project 概観 

Rubyに関する学会を開催→松江市をRubyの中心地 

Ruby・OSSの交流・ 

共同研究の場を提供 

Face to Face 

B to B 

アイデア創出サロン 

技術交流（フリーアドレス） 

ソフトウェア開発 

（エクストリームプログラミング） 

産学連携コンソーシアム 

企業経営者・専門家・ 

金融機関・公的機関 

まつもと ゆきひろ 
プログラミング言語Ruby開発者。 

松江市内勤務（玉湯町在住） 

オープンソース関係 

島根大学・松江高専 

シンクタンク 

若い技術者の育成。技術者のレベルアップ 

インターシップ 

中立的な場所を松江駅前に設置 

（全国へ情報発信） 

場 カンファレンス 

専門家招聘 

ひと・もの 

組織 

学術機関 

松江市 

松江オープンソースラボ 
―街の「顔」となる場（交流スペース）― 

開発コミュニティ 

開発プロジェクト 

産学
連携 

配 置 
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Ｒｕｂｙとは 

 日本人が開発したプログラミング言語 
– まつもとゆきひろさん(松江市在住、米子市出身)が1993年に開発した、 
  オブジェクト指向スクリプト言語。オープンソースとして公開。 
  機能開発の権限は”Matz(まつもとさん）”が 
  もっており、それが国産言語と言われるゆえんです。 
 
1993年 まつもとさんが開発をスタート 
1995年 12月、正式に公開 
2000年 ブログ開発言語として利用拡大 
2004年 デンマーク・ハンソンさんによりRails正式公開 
2006年 楽天、ニフティがRails採用をアナウンス 
2007年 Rubyアソシエーション設立 
2010年 Ruby1.9.2、Rails3.0 リリース 
 
国も『世界に通用する国際技術』として積極的支援を行っている。 
2011年3月 JIS化 
2012年4月  ISO化 
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Ｒｕｂｙとは 

まつもとゆきひろ さん （松江市在住） 

・松江市名誉市民 

・米国で最も有名な日本人 

 

㈱ネットワーク応用研究所 フェロー 

楽天㈱ 楽天技術研究所 フェロー 

Ｈｅｒｏｋｕ(米国) チーフアーキテクト 

一般財団法人 Rubyアソシエーション 理事長 
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2011年のトピックス 

セールスフォースがＨｅｒｏｋｕを買収 

まつもとさんがチーフアーキテクトへ 

「Ｒｕｂｙはクラウドの標準言語の１つになる」  CEO マーク・ベニオフ 

PaaSに注目！ 
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トレンド 

シリコンバレーでは 

 

Ｒ（Ｒｕｂｙ） 

Ａ（アジャイル） 

Ｃ（クラウド） 
 

がスタートアップ（起業）の条件に！ 

「Ｒｕｂｙはクラウドの標準言語の１つになる」  CEO マーク・ベニオフ 

Rubyに注目！ 

Cloud 
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企業経営における課題 
• 引用：2011年度「第33回 当面する企業経営課題に関する調査 

 日本企業の経営課題2011」(2011年11月、社団法人日本能率協会) 

1位 収益性向上 57.6 

2位 
売り上げ・シェアの拡大 
(販売力の強化を含む) 

55.9 

3位 
人材強化(採用・育成・ 
多様化) 

37.0 

4位 
新製品・新サービス・ 
新事業開発 

21.4 

5位 技術力の強化 17.4 

6位 顧客満足度の向上 17.2 

7位 
現場の強化（安全、技能
伝承など） 

13.3 

8位 品質向上（サービス・商品） 13.0 

8位 財務体質強化 13.0 

10位 グローバル化 10.6 

現在ならびに将来（2016年頃）の経営課題認識 

（3つまで回答） （3つまで回答） （3つのみ回答） 

（n=632） 

1位 
売り上げ・シェアの拡大 
(販売力の強化を含む) 

56.3 

2位 収益性向上 51.2 

3位 
人材強化（採用・育成・多
様化） 

39.8 

4位 
新製品・新サービス・ 
新事業開発 

24.7 

5位 顧客満足度の向上 19.2 

6位 グローバル化 17.1 

7位 技術力の強化 13.1 

8位 品質向上(サービス・商品) 12.4 

9位 財務体質強化 11.8 

10位 
現場の強化（安全、技能
伝承など） 

11.0 

1位 収益性向上 44.5 

2位 
売り上げ・シェアの拡大 
(販売力の強化を含む) 

42.5 

3位 
人材強化（採用・育成・多
様化） 

39.6 

4位 
新製品・新サービス・ 
新事業開発 

30.6 

5位 グローバル化 27.5 

6位 顧客満足度の向上 18.8 

7位 技術力の強化 13.3 

8位 
事業再編(M&A、事業撤
退を含む) 

12.7 

9位 ブランド価値向上 10.8 

10位 品質向上(サービス・商品) 9.2 

（n=510） （n=510） 
2010年 2011年 2016年 
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企業経営における課題 
• 引用：2011年度「第33回 当面する企業経営課題に関する調査 

 日本企業の経営課題2011」(2011年11月、社団法人日本能率協会) 

収益性の向上はもとより、 

・「新製品・新サービス・新事業開発」 

・「グローバル化」 

を強く課題認識している。 
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IT現場に求められる課題 

① 収益性向上/売上・シェアの拡大 

 少ない投資で売上を高める(ROI向上) 

 

② 新製品・新サービス・新事業開発 

 経営層・利用部門のニーズへの迅速な対応 

 

③ グローバル 

 早く、（安く）、世界から使える 

 スケールの最適化 
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企業経営における課題 

３．１１以降の経営意識 
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ユーザ企業様の流れ 

•新たな選択肢の急速な採用(「所有」から「利用」へ) 

 

ROIの向上 (①、②の解決策) 

•資産の圧縮(システムのオフバランス化) 

•ROIの可視化 
(初期投資の低減・キャッシュフローの平準化) 

 

早くて安全 (②、③の解決策) 

•システムの早期稼動・早期改修 

・セキュリティ、安全性の担保 
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注目される解決策 

つくる 買う 使う 

•21世紀に入り、新たな選択肢が登場 

•開発 •パッケージ購入 •クラウド 
 コンピューティング 
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オープンソース市場 

国内IT市場動向 

2 0 1 1年 2 0 1 2年 
 

2 0 1 3 年 2 0 1 4年 2 0 1 5 年 

IT市場全体 138,642 139,751 140,869 141,996 143,132 

OSS活用市場 15,525 19,018 23,297 28,539 34,961 

単位：億円 

24.4 % 

IPA「OSS活用ビジネス実態調査報告書2009」 より 

（参考 IDC JAPAN予測 プライベートクラウドより） 
9,406億円 
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クラウド市場 

１．ＡＷＳの市場牽引 

・2006年から続く「Amazon Web Service」とRackSpace社で 

 市場を牽引(独占)している状況。 

  

・「Eucalyptus」をはじめ、クラウドの”エコシステム“を形成している企業 

 のほとんどが「オープンソースソフトウェア」をベースとした開発を行っている。 

２．クラウド形成企業 

３．マルチクラウド環境 

・AWSだけを使うのではなく、複数のクラウドのそれぞれの特徴を活かした、 

 マルチクラウド環境を利用するようになる。 
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クラウド基盤の選択 

１．エコシステムの充実度 

・その上でサービスを提供してくれる企業群が充実していて、必要十分な機能 

 が提供されること。 

・AWSや「Eucalyptus」といったいわゆる業界標準のクラウド環境と親和性が 

 高いこと。 

２．マルチクラウドの親和性 

３．強いコミュニティに支えられていること 

・エンドユーザ主導を念頭においた時、コミュニティの力、サポート企業の力、 

 またその活動との関与は非常に大きく、ベンダーロックインの防止としても 

 効果がある。 

IT分野では早くから、マイクロソフトのWindowsなど基本のOSを軸に、 

デベロッパー、ベンダー、サードパーティー、ユーザーが有機的に結びつき、 

共に成長していくエコシステムの収益モデルが提唱され、実際に成果を上げてきた。 

さらに最近は、高速通信網の拡充、無料OS・LinuxやGoogleの各種フリーサービスの 

普及などを背景に、これまでのOSを頂点とする垂直的な関係から、 

ベンチャーや一般ユーザーも含めた水平的な協力関係を重視する方向へとシフトしつつ
ある。 

自然界の「生態系」が異質な構成要素によって良好な環境を維持させているように、 

多様な構成員の相互協力および平等な収益の循環が、 

エコシステムを健全に機能させる条件と見られる。  

（知恵蔵２０１１より） 

http://kotobank.jp/word/%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88
http://kotobank.jp/word/Windows
http://kotobank.jp/word/%E5%9F%BA%E6%9C%AC
http://kotobank.jp/word/%E3%83%87%E3%83%99%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E6%88%90%E9%95%B7
http://kotobank.jp/word/%E5%8F%8E%E7%9B%8A
http://kotobank.jp/word/%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB
http://kotobank.jp/word/%E6%8F%90%E5%94%B1
http://kotobank.jp/word/%E6%88%90%E6%9E%9C
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%80%E8%BF%91
http://kotobank.jp/word/%E9%AB%98%E9%80%9F
http://kotobank.jp/word/%E6%8B%A1%E5%85%85
http://kotobank.jp/word/%E7%84%A1%E6%96%99
http://kotobank.jp/word/Google
http://kotobank.jp/word/%E5%90%84%E7%A8%AE
http://kotobank.jp/word/%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9
http://kotobank.jp/word/%E6%99%AE%E5%8F%8A
http://kotobank.jp/word/%E8%83%8C%E6%99%AF
http://kotobank.jp/word/%E9%A0%82%E7%82%B9
http://kotobank.jp/word/%E5%9E%82%E7%9B%B4
http://kotobank.jp/word/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%80%E8%88%AC
http://kotobank.jp/word/%E6%B0%B4%E5%B9%B3
http://kotobank.jp/word/%E5%8D%94%E5%8A%9B
http://kotobank.jp/word/%E6%96%B9%E5%90%91
http://kotobank.jp/word/%E3%82%B7%E3%83%95%E3%83%88
http://kotobank.jp/word/%E7%95%B0%E8%B3%AA
http://kotobank.jp/word/%E8%89%AF%E5%A5%BD
http://kotobank.jp/word/%E7%B6%AD%E6%8C%81
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%9A%E6%A7%98
http://kotobank.jp/word/%E7%9B%B8%E4%BA%92
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B3%E7%AD%89
http://kotobank.jp/word/%E5%BE%AA%E7%92%B0
http://kotobank.jp/word/%E5%81%A5%E5%85%A8
http://kotobank.jp/word/%E6%A9%9F%E8%83%BD
http://kotobank.jp/word/%E6%9D%A1%E4%BB%B6
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クラウドでOSS？ 

１．ＯＳＳのメリット 

・ソフトウェアライセンス料はフリー（提供ライセンスは個別に確認のこと） 

・クラウドで考えた時、ＣＰＵコア数に依拠していない 

・クラウドの製品ライセンス、複雑でよく分からない、いくら？？？ 

２．ＯＳＳの問題 

・メジャー品でも日本語の情報が少ない、タッチ＆トライ 

・サポートサービスがない、あるいは不安 

・自力で検証する人的リソースが足りない 

シンプルにコスト低減 

自社だけでは大変不安 
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クラウド、何に活用？ 

１．自社内での利用（プライベート） 

・情報共有 

・協業（アライアンス） 

２．ＩＤＣサービスとしてホスティング 

  → 仮想環境の貸し出し（ＩａａＳ、ＰａａＳ） 

３．ソリューションの共同利用型提案 

  → コミュニティクラウド（ＣａａＳ） 
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OSSクラウド何かない？ 

ITPro 2011.4.22記事より 
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OSSクラウド何かない？ 

「人間とＷｅｂの未来」より 



Copyright(c)2012  Matsukei  All Rights Reserved 

ＯＳＳクラウドにしよう 

１．地域にあった単価でクラウドサービスを企画、提供したい 

２．顧客ニーズはあるので、他地域や外資系には持っていかれたくない 

４．ハード面にプラスして、ソフト面への継続投資はきつい！ 

３．ベンダーロックイン（ライセンス料）は避けたい 
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ＴＣＯの評価 

  ＴＣＯは利用者（提供者）が評価するもの 

                 ※参考 ＩＰＡ 「ＯＳＳのＴＣＯガイド」 

 ユーザー企業に“オープンソースを導入・活用していく”という中
長期的なビジョンがあり、サポート体制を確立することで、「コスト
削減」「セキュリティの向上」といった複数のメリットを享受すること
が可能となる。自助努力すればそのメリットは大きい。  

 オープンソースの導入にはリスクはあるが、商用のシステムにも
大きなリスクがある。そしてオープンソース 導入のリスクは、ユー
ザーサイドでコントロール可能なリスク。そこには、自社のITイニシ
アティブは自分達で握るという決意があれば、突破可能！ 

  ＴＣＯは利用者（提供者）が評価するもの 
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マツケイOSSクラウド 
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Postgres Plus リモートバックアップ 

  松江市は今後３０年以内に震度６以上の地震が発生する確率０．８％ 

 (地震調査研究推進本部 地震調査委員会 地震予測2008年度版より) 
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かりんと合同会社と連携 
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ＴｈｉｎＲｅｐｏｒｔｓ（シンレポーツ） 

  開発のきっかけ 

1.Ｒｕｂｙにおける帳票ソリューションとして「ＪａｓｐｅｒＲｅｐｏｒｔｓ」があるが、 

 「Ｊａｖａ環境が必要」、「パフォーマンスが課題」、「日本語ドキュメント皆無」 

2.Ｒｕｂｙ環境のみで利用でき、エンタープライズでも十分耐えうるＯＳＳ帳票ソリューション 

 がなかった 
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マツケイオープンソースセンター 

 お問い合わせ  担当：日高  hidaka@matsukei.co.jp 
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最後に 

しまね  から  ＯＳＳクラウド 
新しいイノベーションの発生地へ 
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ご清聴  

 

まことにありがとうございました。 


